Differences of perfectionism and subjective adaptation due to the service years in Japanese nurses by 高瀬, 加容子 & 河野, 和明
看護師の完全主義傾向および業務不適応感の
勤続年数による差異
Differences of perfectionism and subjective adaptation due to the service
years in Japanese nurses
高瀬加容子＊，河野和明＊＊
Kayoko TAKASE， Kazuaki KAWANO
キーワード：バーンアウト・職務ストレッサー・完全主義・勤続年数
Key Words：burnout, job stressors, perfectionism, service years
要約
本研究は，幅広い年代の看護師を対象として，職務適応感と心理的な特性としての完全主義








This study aimed to investigate correlations between psychological adaptations and
perfectionism in Japanese nurses. A web survey was conducted among 824 working nurses,
whose ages ranged from 20 to 59 years old. The results showed that the total service years
as a nurse tended to decrease perfectionism and increase psychological adaptations in work.
In the three subscales of the multidimensional perfectionism cognition inventory (MPCI) ,
“personal standards”, “concern over mistakes” and “pursuit of perfection”, the “concern over
mistakes” had relatively higher correlations to other measurements of maladaptation in work.
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２．方法
2.1 調査時期および調査参加者
調査は 2017 年 3 月にインターネット調査会社（株式会社マクロミル）に委託しウェブ上で実施
された。事前のスクリーニング調査によってあらかじめ看護師であることが確認された対象者か
ら 20～50 代の各年代に 206 名ずつが割り当てられ，計 824 名（男性 87 名，女性 737 名）の回答が
収集された。回答者の平均年齢は 39.7 歳（SD=10.54）であった。世代群ごとに，回答者の性別，
婚姻状況をTable 1 に示す。調査参加者は女性が約 9割を占めるが，年齢とともに男性の比率が
やや上昇した。厚生労働省（2015）によると，平成 26 年の就業看護師は男性 73,968 人，女性
1,012,811 人（計 1,086,779 人）と推計されており，男性は約 7%を占めると考えられる。本調査





















②脱人格化（D）6項目，③個人的達成感（PA）6項目の 3下位尺度合計 17 項目で構成されてい
た（5件法；「ない（1点）」，「まれにある（2点）」，「時々ある（3点）」，「しばしばある（4点）」，
「いつもある（5点）」）。下位尺度の合計点をバーンアウト尺度得点とした。なお，③ PA；個人的






































次に，回答者の勤続年数によって回答者を 5 群（5 年以下，6 年～10 年，11 年～15 年，16 年







勤務年数カテゴリによるMPCI の 3 下位尺度の変化を Fig.1 に示す。MPCI の 3 下位尺度 3




で多重比較（LSD検定）を行った結果，勤務 5年以下群は勤務 11～15 年群・勤務 16～20 年群・

























カテゴリの交互作用（F（4,891）=8.31，p < .01）が有意となった。下位検定の結果，勤務 0～5
年群・勤務 6～10 年群と勤務 16～20 年群・勤務 21 年以上群との間に有意差がみられた。すなわ




















































スやニアミスを起こしたことが「ある」のは 85.4％だったが，年齢別には 20～40 歳が 91.0％，
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